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今 月 の トォフ

　『第８回伊万里梅まつり』が２月 26
日、木須町のいまり梅園で開催されま
した。この梅園は西九州最大の広さで、
南高などの梅を地元農家が栽培してい
るものです。この日は、春の陽気に誘
われて多くの家族連れが来場。香り漂
う満開の梅に見入っていました。【８
ページに関連記事を掲載しています】

月

活力あふれ
ひとが輝く
安らぎのまち

活力あふれ
ひとが輝く
安らぎのまち
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現
在
、
福
島
の
友
人
の
話
で
は
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
商
品
は

す
べ
て
品
切
れ
で
、
特
に
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
が
な
い
状
態
。
そ
う
い

う
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
な
が
ら

も
「
無
事
に
帰
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
戻
っ
て
き
た
ら
ダ
メ
よ
」
と
い

う
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る

友
人
た
ち
の
や
さ
し
さ
、
強
さ
に

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。「
被
災
地
の
人
た
ち
の
こ
と
を

思
い
、
義
援
金
や
支
援
物
資
、
節

電
・
節
水
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が

今
で
き
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
復
興
へ
の
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
、

涙
な
が
ら
に
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

洗
濯
機
の
中
に
入
っ
た
よ
う
な
状

態
。
机
の
下
に
避
難
し
な
が
ら

『
次
々
と
物
が
落
ち
て
く
る
』
と

電
話
の
向
こ
う
の
母
に
叫
び
、
何

が
起
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

パ
ニ
ッ
ク
状
態
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
夫
は
会
社
、
子
ど
も
た
ち
は

小
学
校
。
裕
子
さ
ん
は
、
子
ど
も

の
身
を
心
配
し
、
車
を
夢
中
で
走

ら
せ
ま
し
た
。
普
段
な
ら
約
15
分

で
行
く
は
ず
の
通
り
慣
れ
た
道

が
、
大
渋
滞
で
約
２
時
間
、
橋
は

落
ち
、
道
路
に
は
ひ
び
が
入
り
、

マ
ン
ホ
ー
ル
は
地
上
か
ら
突
き
出

て
い
る
状
況
で
し
た
。
な
ん
と
か

学
校
に
到
着
す
る
と
、
連
絡
が
取

れ
て
い
な
か
っ
た
夫
が
子
ど
も
た

ち
を
迎
え
に
来
て
お
り
、
安
堵
で

全
身
の
力
が
抜
け
た
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
と
い
う
巨
大
地
震
と
、
そ

れ
に
よ
る
大
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
。
佐
賀
県
出
身
で
福
島
県
白
河
市
で
震
災
に
あ
っ
た
福
島
裕
子
さ

ん
が
西
松
浦
郡
有
田
町
の
実
家
に
帰
郷
、
地
震
発
生
時
の
様
子
や
私
た
ち

が
今
で
き
る
支
援
と
は
何
か
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【写真】激流と化した津波。次々とのみ込んだ車が町に押し寄せた＝３月 11 日午後
３時 35 分ごろ、宮城県女川町の町体育館屋上から撮影（提供：河北新報社）

　

３
年
前
、
有
田
町
か
ら
夫
・
直

樹
さ
ん
の
仕
事
の
都
合
で
10
歳
に

な
る
長
女
と
８
歳
に
な
る
次
女
の

家
族
４
人
で
福
島
県
白
河
市
に
住

ん
で
い
る
福
島
裕ゆ

う

子こ

さ
ん
。「
福
島

県
に
は
地
震
は
来
な
い
」
と
友
人

や
知
人
か
ら
聞
い
て
い
て
、
穏
や

か
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
ご

ろ
、
一
家
を
震
度
６
強
の
こ
れ
ま

で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
が

襲
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
裕
子
さ
ん
は
会
社
で

実
家
の
母
と
携
帯
電
話
で
通
話
中

で
し
た
。
事
務
所
の
あ
ら
ゆ
る
書

類
棚
が
次
々
と
倒
れ
、
コ
ピ
ー
機

は
フ
ロ
ア
を
暴
れ
回
り
、
ま
る
で

×

災
害
は
突
然
に

３
・
11　
日
本
未
曾
有
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●

●

白河市

女
おな

川
がわ

町

今
、
で
き
る
こ
と

↑地震直後の事務所内

↑突き出たマンホール

↑裕子さんと子どもたち
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被
災
者
支
援
に
ご
協
力
を

　

こ
の
度
の
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
、

そ
の
ご
家
族
の
皆
様
に
対
し

ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
震
発
生
の
直
後
か
ら
、

伊万里市長
塚 部 芳 和

　

３
月
17
日
、
卒
業
前
の
立
花
小

学
校
の
６
年
生
が
、
全
校
児
童
と

保
護
者
に
呼
び
か
け
て
集
め
た
義

援
金
14
万
５
０
０
０
円
を
市
の
被

災
地
支
援
窓
口
に
届
け
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
消
防
庁
長
官
か
ら

の
出
動
指
示
を
受
け
、
被
災
地
の

災
害
支
援
の
た
め
に
、
緊
急
消
防

援
助
隊
（
佐
賀
県
隊
）
が
出
動
し

ま
し
た
。
こ
の
緊
急
消
防
援
助

隊
は
、
県
内
の
各
消
防
局
や
消
防

本
部
の
職
員
50
人
に
よ
り
編
成
さ

れ
、
伊
万
里
市
消
防
本
部
か
ら
は

　

市
で
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
の
被
災
者
に
対
す
る
支
援
を
行

う
た
め
、
市
役
所
や
各
町
公
民
館

に
支
援
窓
口
を
設
置
し
、
義
援
金

お
よ
び
支
援
物
資
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。（
最
下
段
囲
み
記
事
参
照
）

　

３
月
23
日
現
在
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は

１
５
０
０
万
円
（
市
受
付
分
）
以

上
に
の
ぼ
り
、
保
存
食
や
水
、
紙

お
む
つ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
支
援

物
資
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
５
人
と
消
防
ポ
ン
プ
車

１
台
を
派
遣
。
被
災
地
の
救
急
救

助
活
動
お
よ
び
災
害
支
援
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
、
市
は
総
務
部
内

に
『
震
災
支
援
課
』
を
設
置
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
義
援
金
な
ど
を

受
け
付
け
る
ほ
か
、
同
日
付
け
で

設
置
し
た
『
伊
万
里
市
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
災
害
支
援
対
策
本

部
』
に
よ
り
、
震
災
で
家
を
失
っ

た
被
災
者
の
受
入
れ
や
被
災
地
へ

の
職
員
の
派
遣
な
ど
、
被
災
者
・

被
災
地
の
支
援
を
全
庁
的
に
図
っ

て
い
き
ま
す
。

※
人
事
異
動
詳
細
は
14
ペ
ー
ジ
参
照

●

問
合
先　

総
務
部
震
災
支
援
課

　
（
☎
㉓
２
１
２
３
）

集
ま
る
市
内
外
か
ら
の
支
援

市
消
防
が
被
災
地
へ

市
に
お
い
て
は
地
震
災
害
支
援

対
策
本
部
を
立
ち
あ
げ
、
義
援

金
品
の
受
付
や
被
災
者
の
受
入

世
帯
の
募
集
、
被
災
地
へ
の
消

防
職
員
の
派
遣
な
ど
の
各
種
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
皆
様
が
希
望
を
失

う
こ
と
な
く
復
興
を
果
た
す
た

め
に
は
、
全
国
か
ら
の
先
の
長

い
支
援
が
必
要
で
す
。
市
と
し

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
市
民
の

皆
様
と
一
緒
に
物
心
両
面
で
被

災
地
の
方
々
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
心
温
ま
る
ご

支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

↑自分たちで集めた義援金を手渡す立花小の児童

↑被災地へ向かう伊万里市消防署の隊員

立
花
小
６
年
生
が
義
援
金
送
る

 緊急特集  今、私たちにできること

『
震
災
支
援
課
』
を
設
置

↑県庁での各市町村から寄せられた物資の積み込み

ひ
ろ
が
る
支
援
の
輪

東北地方太平洋沖地震
被災者への支援

■義援金・支援物資について
●受付設置場所　市役所、各町・地区公民館、市民病院、
　市民図書館（市民病院、市民図書館は義援金のみ）
※支援物資の品目については、事前に電話でお尋ねくだ
　さい
●受付時間　平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分
●問 合 先　震災支援課（　 ☎㉓２１２３）
■被災者の受入世帯を募集しています
●募集内容
　被災者を伊万里市内で受け入れていただける世帯
●受入期間　おおむね１〜３か月
●申込方法　電話やＦＡＸ、メールなどで①世帯主の氏
　名、②住所、③電話番号、④受入可能人数、⑤その他、
　受け入れにあたっての条件などをご連絡ください
●申込・問合先　建設課建築住宅係

（　 ☎㉓２４６４・ 　 ㉒４５６２）
●Ｅメール　kensetsu@city.imari.lg.jp

FAX

↑地震直後の事務所内

↑突き出たマンホール

↑裕子さんと子どもたち
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■問合先  長寿社会課医療保険係　（　 ☎㉓２１５３）

● 所得の低い人などへの保険料の軽減

年間の
保険料 １人当たり

47,400 円

均等割額
被保険者に係る基礎控除後の

総所得金額× 8.8％

所得割額
＝ ＋

保険料が軽減される場合

● 被用者保険の被扶養者であった人の軽減

『基礎控除後の総所得金額』が 58 万円以下の人 ５割軽減

『基礎控除（33 万円）』を超えず、かつ被保険者
一人ひとりの年金収入が 80 万円以下の世帯

『基礎控除（33 万円）』を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 24.5 万円×世帯主を
除く被保険者数』を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 35 万円×被保険者数』
を超えない世帯

９割軽減 均等割額  　4,700 円

8.5 割軽減 均等割額  　7,100 円

５割軽減 均等割額  23,700 円

２割軽減 均等割額  37,900 円

平成 23 年度の 保険料のお知らせ

　後期高齢者医療制度では、法律により県内均一で保険料率を決定しています。皆さんに、平成 23年度の
後期高齢者医療制度の保険料をお知らせします。

　保険料は、被保険者１人当たりいくらと決める『均等割額』と、被保険者の所得に応じて決める『所得割額』
を合計した額（限度額 50 万円）です。今回の保険料率は、平成 22 年度と同じです。

　所得などに応じて、以下のような軽減措置が設けられています。軽減
を受けるために、改めて手続きする必要はありません。

　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額が次の場
合、均等割額が軽減されます。均等割額

　所得割を負担する人で、賦課の元となる所得金額（基礎控除後の総所得金額など）が次の
場合、所得割額が軽減されます。

※年金収入のみの場合、年金収入 153 万円から 211 万円までの被保険者が該当します

　後期高齢者医療制度に加入する前日において、被用者保険（健康保険組合や共済組合など）の被扶養者であった
人は、均等割額が９割軽減（年額 4,700 円）されるほか、所得割が賦課されません。

所得割額

保険料の計算方法（平成 23 年度分）

　厚生労働省や市の職員を名乗り、医療費などの還付を理由にＡＴＭ（現金自動預払機）で現金を受け取るよう言葉
巧みに持ちかけて振り込ませたり、ＡＴＭの操作ができない人からキャッシュカードを預かり、現金を引き出したり
する『還付金詐欺』が全国で多発しています。
　市職員がＡＴＭの操作を持ちかけたり、キャッシュカードを預かったりすることは絶対にありません。不審な電話
には十分注意をしてください。

後期高齢者医療制度

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

注 意　全国で後期高齢者医療の『還付金詐欺』が多発中
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て
か
ら
今
ま
で
、
こ
の
町
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
感
動
を
受
け
ま
し

た
。
私
は
伊
万
里
に
来
る
前
、「
ど

ん
な
町
な
ん
だ
ろ
う
か
」「
ど
ん

な
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
か
」
な
ど
と
よ
く
考
え
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
伊

万
里
市
の
情
報
も
検
索
し
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な

不
安
と
期
待

を
抱
え
、
よ

う
や
く
実
際

に
伊
万
里
に

来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

到
着
し
て
、

ま
ず
目
に
入

っ
た
の
は
、

青
空
の
下
の

綿

々

た

る

山
々
、
緩
や

か
に
流
れ
る
川
、
清
潔
な
道
路

と
日
本
風
の
建
築
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
風
景
が
組
み
合
わ
さ
っ

て
、
ま
る
で
山
水
画
の
よ
う
な

と
て
も
美
し
い
街
並
み
で
し
た
。

ま
る
で
夢
の
中
に
い
る
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
伊

万
里
市
に
来
て
初
め
て
抱
い
た

私
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

伊
万
里
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま

し
て
、
私
は
中
国
大
連
市
か
ら

来
た
公
務
研
修
生
の
何
慶
海
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
伊
万
里

市
で
、
一
年
間
の
研
修
を
行
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
市
役
所
の
業
務

や
伊
万
里
市
の
文
化
、
風
習
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
研
修
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中

国
語
教
室
の
講
師
を
務
め
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

２
月
16
日
に
伊
万
里
市
に
来

 

何  

慶
海
（
カ  

ケ
イ
カ
イ
）

 

▽
１
９
７
９
年
遼
寧
省
生
ま
れ

　

31
歳

▽
沙
河
口
区
人
力
資
源
和
社
会

　

保
障
局
勤
務
（
中
国
で
は
、

　

主
に
国
内
外
か
ら
の
人
材
導

　

入
、
人
材
管
理
、
社
会
保
険

　

に
関
す
る
仕
事
に
従
事
）

▽
平
成
14
年
、
日
本
語
国
際
一

　

級
試
験
に
合
格

自
己
紹
介
し
ま
す
！

何カ 

慶ケ
イ

海カ
イ 

で
す

　

そ
れ
か
ら
市
内
各
所
を
見
学

し
た
り
、
何
度
か
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
し
て
、
私
は
さ
ら

に
伊
万
里
の
特
別
な
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。
市
民
図
書
館
『
め

ば
え
の
日
』
に
聞
い
た
合
唱
隊

の
美
し
い
歌
声
、
伊
万
里
陶
器

商
家
資
料
館
の
寒
い
部
屋
で
そ

の
歴
史
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
お
じ
さ
ん
、
梅
ま
つ

り
で
梅
の
知
識
を
発
表
し
た
子

ど
も
た
ち
、
夕
日
の
大
川
内
山

で
見
た
焼
き
物
の
輝
き
、
す
べ

て
に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
い
歴
史
と
豊
か

な
文
化
を
持
っ
て
い
る
唯
一
無

二
な
伊
万
里
で
す
。
こ
れ
は
私

が
知
り
た
か
っ
た
、
生
き
生
き

と
し
て
い
る
真
実
の
伊
万
里
で

す
。
一
年
と
い
う
時
間
は
あ
ま

り
長
く
な
い
で
す
が
、
も
っ
と

も
っ
と
深
く
伊
万
里
の
こ
と
を

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●

公
聴
会
の
日
時
・
場
所

　

公
聴
会
は
５
月
初
旬
に
開
催
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。
申
込
者
に

　

は
、
決
定
次
第
ご
連
絡
し
ま
す

※
公
聴
会
に
出
席
で
き
な
い
申
込

　

者
に
つ
い
て
は
、
意
見
な
ど
を

　

文
書
（
任
意
様
式
）
で
受
け
付

　

け
し
ま
す

●

申
込
方
法　

　

事
前
に
、
住
所
、
氏
名
お
よ
び

　

連
絡
先
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

　

た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い

●

申
込
期
限　

４
月
22
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

　

〒
８
４
８
‐
８
５
０
１ 

　

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番

　

地
１

　

開
発
推
進
課
（　

☎
㉓
２
１
１
４
・

　
　

 

㉒
７
２
１
３
）

●

Ｅ
メ
ー
ル　

kaih
atsu

@
city.

　

im
ari.lg.jp

FAX

12 年の幕を静かに閉じた

　記念館完成までのつなぎ施設とし
て、市の中心商店街に開館して 12
年。約 43 万人の来館者があった『黒
澤明記念館サテライトスタジオ』が
３月６日に閉館しました。
　閉館までの３月４日から３日間の
無料開放では、巨匠、故・黒澤明監
督のゆかりの映画資料の見納めと
あって、県内外から1000人が訪れ、
別れを告げていました。

『黒澤明サテライト』

↑閉館を名残り惜しむ入館者（写真奥）

　

黒
澤
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
が
、
３
月
６
日
を
も
っ

て
閉
館
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
『
人
が
集
ま
り
、

魅
力
あ
る
施
設
』
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
お
聞
き
す
る
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

黒
澤
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
跡
の

　

利
活
用
に
関
す
る
意
見
を
募
集

慶
海
の
伊
万
里
見
聞
録 

①

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

伊万里の皆さん
    はじめまして

言
為
心
声 

ダー　ジア　ハオ大 家 好 !

　

中
国
の
四
字
熟
語
で
、
言
葉
は
心

の
声
と
い
う
意
味
の
『
言
為
心
声
』。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
隔
月
で
、
慶
海

さ
ん
か
ら
見
た
伊
万
里
や
大
連
市
の

文
化
・
風
習
な
ど
、
皆
さ
ん
に
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
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平成 �� 年度の地籍調査は
黒川町椿原、清水、横野、大黒川・小黒川・塩屋・波多津町
木場の一部を調査予定です

■ 問合先　地籍調査課（ 　☎㉓２１９２）

土地所有者の皆さんへ

平成�� 年度 調査対象の小字一覧

　地籍調査で できないこと

一定の要件を満たしていれ
ば、土地の分筆や合筆、地
目変更、地番変更などの処理
　　

登記名義人の変更
（相続･売買･贈与･交換などに
よる所有権移転登記）○ ×

　地籍調査で できること

土地所有者の皆さん ご協力お願いします！ 調査開始から完了まで
約２年間かかります！

《平成 23 年度＝1 年目》　
▷一筆地現地調査と測量

《平成 24 年度＝ 2 年目》
▷一筆ごとの面積測定と縦覧

包前田
大　谷

井手ノ下
岩ノ上
一ツ枝
深　溝
前　田
横　野
一ツ枝
前　田
横　野
下　田
粟　田
崎　田

疣　石
骨蓬岳
土井頭
日　石
梅ノ木
一ノ坂
平木場
平　六
五多田
白　土
長　田
七　切
又　六
前　田

小黒川
船頭津
人　辻
大　住
塩　屋
灰　崎
新　開
前　田

波多津町
木　場
十九石
大　西
清　水

黒川町
椿　原
宮ノ裏

ハエノ本
尾峰尾
山ノ田
岩ノ上
大　谷
法ノ木
上ノ原
西ノ原
湯ノ下
清　水
包　石

畑　頭
向　原
大黒川
散ノ浦
浜　開
灰　崎
立　道
大　谷
後久保

上ノ久保
大久保
新　開
堀　切
白　水

　地籍調査事業を決められた調査期間内に正確に進めるためには、土地所有者の相互の信頼
と合意により境界を決定していただく必要があり、その境界確認（一筆地現地調査）の際には、
立ち会いをお願いすることになります。また、測量作業にあたっては、国土調査多角点杭の設
置や土地への立ち入りなどを行う必要があります。（測量業務は外部業者へ委託しています）
　境界決定や境界確認など土地所有者の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【今年の予定】　▷４月上旬　個人別台帳の送付　▷５月下旬〜　地元説明会　▷６月下旬〜　一筆地現地調査

【基準点保護のお願い】
　測量の基準点を示す杭や鋲

びょう

は、一筆ごとの土地を測量するための基準となるものですが、地籍
調査終了後も土地の分筆や境界の復元などを行うときに必要となる大切なものです。工事や開発
などで移設が必要な場合は、地籍調査課まで事前にお知らせください。

　

市
が
行
っ

た
行
政
評
価

に
つ
い
て
第

三
者
の
視
点

か
ら
点
検
・

検
証
を
行
う

こ
と
で
、
評

価
の
客
観
性

お
よ
び
信
頼

性
を
確
保
す
る
た
め
、
学
識
経
験
者
や

市
民
代
表
で
構
成
す
る
『
伊
万
里
市
行

政
評
価
委
員
会
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
10
日
、
こ
の
行
政
評
価
委
員
会

に
よ
る
第
三
者
評
価
の
報
告
会
を
開
催

し
、
市
長
へ
『
伊
万
里
市
行
政
評
価
委

員
会
報
告
書
』
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
行
政
評
価
の
内
容
に

つ
い
て
の
助
言
の
ほ
か
、
市
民
の
意
見

を
収
集
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
や
縦
割
り
組
織
に
と
ら
わ
れ
な

い
部
署
間
の
協
働
、
行
政
評
価
制
度
の

情
報
発
信
な
ど
に
つ
い
て
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後
の
行
政
評

価
に
反
映
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
伊
万
里
市
行
政
評
価
委
員
会

報
告
書
は
、
行
政
評
価
の
結
果
と
併
せ

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
委
員
会
か
ら

   

報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

●

問
合
先　

企
画
政
策
課

（　

☎
㉓
２
１
２
４
）

↑
塚
部
市
長
に
報
告
書
を
提
出

　

す
る
山
下
委
員
長（
写
真
左
）
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市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和

　
「
兎
う
さ
ぎ

追
い
し　

か
の
山　

小こ

鮒ぶ
な

釣
り

し 

か
の
川　

夢
は
今
も
め
ぐ
り
て　

忘
れ
が
た
き 

ふ
る
さ
と
・・・
」
か
つ
て
、

童
謡
に
う
た
わ
れ
た
山
や
川
、
そ
れ
は

ま
さ
し
く
ふ
る
さ
と
の
原
形
そ
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
近
年
、
そ
う
い
う
現
場
に

行
っ
て
み
る
と
農
地
の
耕
作
は
放
棄
さ

れ
、
山
は
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
ま

さ
に
荒
れ
放
題
。
カ
ズ
ラ
が
巻
き
付
き
、

近
寄
り
が
た
い
状
況
で
す
。
里
山
で
少

年
時
代
に
直
接
触
っ
た
ウ
サ
ギ
や
メ
ジ

ロ
な
ど
の
小
動
物
は
、
意
外
と
温
か
く

ぬ
く
も
り
が
あ
り
、
そ
の
感
触
は
い
ま

だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
心
が

安
ら
ぐ
あ
の
里
山
は
無
残
な
姿
に
変
貌

し
て
い
ま
す
。
農
地
を
耕
す
人
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
ま
し
て
や
山
林
の

管
理
な
ど
森
林
従
事
者
が
皆
無
と
い
う

中
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
の
も

仕
方
が
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
、
市
で
は
地
籍
調
査
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
土
地
の

境
界
を
確
認
す
る
た
め
現
地
に
出
向
い

て
来
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
中
山
間
地

の
農
地
や
山
林
の
境
界
は
、
相
続
者
で

あ
る
地
権
者
で
さ
え
分
か
ら
な
い
程
の

荒
れ
た
状
態
で
す
。
全
体
的
な
環
境
保

全
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
こ
れ
ら
の

里
山
が
荒
れ
て
放
棄
さ
れ
る
こ
と
は
回

避
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

ら
ば
、
問
題
は
誰
が
保
全
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
よ
う
に

農
家
や
山
の
所
有
者
だ
け
の
管
理
で
は

限
界
が
あ
る
の
は
明
白
で
す
。

　

こ
こ
は
、
里
山
の
活
用
を
考
え
、
保

全
に
つ
な
が
る
仕
組
み
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
、
地
権
者
が
仲
介
者
で
あ

る
市
に
農
林
地
を
預
け
、
そ
の
利
活
用

に
つ
い
て
市
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
さ

ま
ざ
ま
な
市
民
が
里
山
の
再
生
を
行

い
、
芋
を
植
え
た
り
、
椎
茸
を
栽
培
し

た
り
、
多
様
な
趣
味
的
農
業
生
産
活
動

が
展
開
さ
れ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ

こ
に
は
当
然
、
企
業
や
都
市
住
民
も
参

加
し
、
持
続
的
に
活
用
さ
れ
る
枠
組
み

を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
わ

け
で
、
そ
の
結
果
、
荒
廃
地
の
減
少
に

つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

先
月
、
波
多
津
町
辻
地
区
の
あ
ぐ
り

山
で
荒
れ
た
山
林
を
伐
採
し
た
跡
地

に
、
地
区
住
民
や
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
、
花
桃
と
ア
ー
モ
ン
ド
の
植
栽

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
ぐ
り
山
は

戦
時
中
、
敵
の
飛
行
機
の
見
張
り
所
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
伊
万
里
湾
を
は
じ

め
四
方
に
素
晴
ら
し
い
眺
望
の
場
所
で

す
。
数
年
後
、
花
桃
や
ア
ー
モ
ン
ド
の

花
見
が
楽
し
み
で
す
。

　

二
十
一
世
紀
が
『
環
境
の
時
代
』
と

呼
ば
れ
る
中
、
里
山
の
保
全
、
活
用
こ

そ
も
っ
と
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

里　

山

●

活
動
内
容　

食
育
を
は
じ
め
食

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
実
施
や

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す

　
（
会
議
は
、
年
間
３
回
程
度
・
平

日
の
夜
開
催
）

●

募
集
人
員
　
３
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

し
ま
す

　

市
で
は
平
成
17
年
に
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
』

を
行
い
、
市
や
関
係
機
関
・
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
協
働
で
食
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

伊
万
里
市
の
『
食
』
を
一
緒
に
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容　

出
前
講
座
、
啓
発

講
座
な
ど
の
開
催
。
男
女
協
働

参
画
社
会
に
向
け
た
調
査
・
研

究
な
ど

●

募
集
人
員　

７
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

し
ま
す

●

活
動
回
数　

月
１
回
程
度

　
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
委
員
の
募
集

　

男
女
協
働
参
画
懇
話
会

　

伊
万
里
市
の
『
食
』
を
推
進

　市では４月から、女性の皆さんが抱
えるさまざまな悩みについての相談業
務を始めます。夫や交際相手からの暴
力や夫婦関係や家庭内の心配ごと、子
育てに関することなど、女性の相談員
があなたと一緒に考えます。一人で悩
まずに、まずはお電話ください。

◎日　時　毎週月・水曜日（祝日の場合はその翌日）

　　　　　午前９時〜午後４時

◎内　容　女性相談員による電話相談、面接相談

　　　　※面接による相談は予約が必要です

　

食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
の
募
集

●応募資格　20 歳以上の市民
●委員の任期
　２年間（平成 25 年３月 31 日）
●応募方法　
　男女協働・まちづくり課、各町公民館、

市民図書館、市民センター、市民交
流プラザに備えつけの応募用紙で申
し込んでください

※応募用紙は、市のホームページから
もダウンロードできます

●応募期限　４月 22 日（金）
●応募・問合先
　〒８４８‐８５０１
　伊万里市立花町１３５５番地１
　男女協働・まちづくり課

（　 ☎㉓２１１５）
●Ｅメール　
　danjo-machizukuri@city.imari.lg.jp

　
『
す
べ
て
の
人
が
き
ら
め
く
ま
ち
』
を
め
ざ
し
、
男
女

協
働
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
自
分
に
「
何
が
で
き

る
か
」
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

右記募集についての共通事項

電 話 ☎０９５５ー２２ー６７６３

一人で悩みを抱えていませんか 女性相談をスタートしました
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　伊万里湾を一望できるあぐり山で植樹会があり、約 100

人の参加者が花桃などの苗 350 本を植栽しました。あぐ

り山には戦時中に上空を監視したとされる戦争遺跡がある

ことから、地域の皆さんが公園整備を進めており、雑木の

伐採や道路の設置などを行ってきました。今後、花いっぱ

いのあぐり山が地域観光の柱となることが期待されます。

↑「早く咲いて」と願いながら、花桃の苗を丁寧に植える児童たち

　　　 波多津町の『あぐり山』に花桃などの苗を植栽地域の宝を磨いて未来につなごう

　木須町のいまり梅園・藤ノ尾で『第８回伊万里梅まつり』

が開催されました。当日は、地元梅生産者の皆さんなどに

よる農産物の販売や餅つき、踊りなど多彩な催しが行われ、

多くの人でにぎわいました。西九州一広大である 24 ㌶の

梅園には約 6,500 本の梅が植えられており、来園者は咲

き誇る梅の花を満喫しながら春の訪れを感じていました。

↓梅に関する学習成果の発表やクイズを行う大坪小学生の児童たち

　　　 『第８回伊万里梅まつり』が開催春の訪れを告げる梅の花が満開

　子どもたちに地元特産品の素晴らしさを知

ってもらおうと、市内最大規模の肥育牛農家・

松尾勝馬さんが伊万里牛 640 ㌔を市に寄贈。

立花小学校で行われた贈呈式で、牛肉のブロ

ックの見本を児童らに手渡しました。この伊

万里牛は、３月２日、市内 26 か所の学校給

食に『すき焼き煮』として登場。黒川小学校

の児童は、この日招待された松尾さんと一緒

に給食を食べ、愛情込めて育てられた美味し

い伊万里牛をじっくりと味わっていました。

　　　 肥育牛農家が伊万里牛を市に贈呈おいしか！伊万里牛の給食

↓立花小学校で行われた贈呈式。松尾勝馬さんから伊万里牛が手渡されました

まちの話題

2.26

2.26

みんなの広場

ぺろりと完食！元気もりもり
松尾さんと一緒に給食を
食べる黒川小学校の児童 「うまかぁ！」笑顔がこぼれます

2.21
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　立花町の前田家住宅（国登録有形文化財建造物）で『第

３回伊万里郷大庄屋のひな祭り』が開催されました。期間

中、前田家に伝わる昭和 30 年代以前の古い雛
ひな

人形やお道

具、江戸期の具合わせなどが展示されました。この日、市

内外から訪れた大勢の観客は『大庄屋』の趣ある空間で各

年代の凜と輝いた表情のお雛様たちに見入っていました。

↓３月４日〜６日の期間中、約 400 人の入場者でにぎわいました

　　　前田家住宅で『大庄屋のひな祭り』開催趣ある空間でお雛様の表情も輝く

みんなの広場

↑開通式でテープカットする塚部市長（中央）と関係者

　大坪町の国道 498 号古賀交差点付近から白野北交差点を

結ぶ大坪バイパスが開通しました。また、同バイパスに接

続する大坪木須線も同時開通し、市民会館までを結びまし

た。将来は市街地の北側を回り、伊万里湾に面する木須地

区まで延伸する計画です。今後、市街地の渋滞緩和のほか、

物流の効率化や観光面での有効活用が期待されています。

　　　全長 �.1 ㌔の国道 498 号大坪バイパス開通式物流の効率化や観光への有効活用に光

　山代町の旧川南造船所部品工場跡地の公園化方法を協議

する『浦ノ崎地区公園整備検討委員会』が開催されました。

２回目となった今回は、老朽化した建物を５人の委員が視

察。内部の構造や劣化状況などを調査しました。この調査

内容に加え、前回の委員会で出された市民の意見などさま

ざまな判断材料を元に、整備の方向が今後検討されます。

↑折れた柱など老朽化した建物内を調査する検討委員会の皆さん

　　　 第２回浦ノ崎地区公園整備検討委員会川南造船所跡地整備の方向を検討

3.21

2.24

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

3.4-6

5.3

　同じ支給材料を使って庭づくりを競う『第１回全国造園

技能競技大会』が山口県で開催され、全国から 20 チーム

が参加しました。伊万里市からは石丸春光さん、久保正伸

さん、石丸直人さんの３人が佐賀県唯一のチームとして出

場。柔軟な発想と卓越した技術で、佐賀の豊かな自然を表現

した『里山からのおくり物』が見事に金賞を受賞しました。

↓曲げた孟
もうそう

宗竹で里山の虹を表した作品（囲み写真は金賞受賞の３人）

　　　 第１回全国造園技能競技大会これぞ匠の技！見事に金賞受賞

3.3-5
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天あ
ま
ぎ
り霧

の
霽は

る
る
子し

さ

い細
も
春
め
き
ぬ

同ど
う
せ
い
だ
い

世
代
の　

語
り
は
楽
し　

過
去
の
夢

　

ほ
つ
ほ
つ
積
ま
れ　

ま
た
春
が
来
る

新
天
町

田
中　

南な
ん
が
く嶽

森　

幸
子

東
山
代
町

　

戝ざ
い

津つ

ヨ
シ
ヱ
さ
ん
（
立
花
町
）

が
３
月
18
日
に
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚
部
市
長

か
ら
１
２
９
番
目
と
な
る
百
寿
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
病
気
を

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
ヨ

シ
ヱ
さ
ん
は
、
現
在
は
足
が
少
し

不
自
由
な
ほ
か
は
、
健
康
状
態
も

良
好
で
お
元
気
そ
の
も
の
。
商
売

な
ど
を
し
て
い
た
夫
を
支
え
、
専

業
主
婦
と
し
て
家
事
や
子
育
て
に

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

手
先
が
器
用
な
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
の
趣

味
は
編
み
物
。
昔
か
ら
洋
服
な
ど

を
作
っ
て
お
ら
れ
、
今
で
も
と
き

ど
き
編
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
長

生
き
の
秘
訣
は
、「
何
で
も
食
べ
る

こ
と
」
で
、
特
に
「
刺
身
が
好
き
」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

塚
部
市
長
か
ら
メ
ダ
ル
を
贈
ら

れ
る
と
、
手
を
合
わ
せ
て
「
夢
の

世
界
に
い
る
よ
う
で
す
」
と
心
か

ら
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、『
本
と
あ
そ
ぼ
う
全

国
訪
問
お
は
な
し
隊
』
が
、
市
民

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
出
版
社
の
講
談
社
が
子
ど

も
た
ち
に
本
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
月
に
約
50
か
所
の
全
国
の

幼
稚
園
や
図
書
館
な
ど
、
巡
回
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
ぽ
っ
ぽ
を
利
用
し
て
い
る
家
族

連
れ
な
ど
約
70
人
が
参
加
。
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
に
積
ん
で
あ
る
約

５
０
０
冊
の
児
童
書
の
中
か
ら
好

き
な
絵
本
な
ど
を
自
由
に
選
び
、

親
子
で
一
緒
に
読
書
の
時
間
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
は
な
し
隊
の
ス
タ
ッ

フ
や
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
『
お
は
な
し
会
』
で
は
、
大
型

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
パ

ン
ダ
や
小
鳥
な
ど
か
わ
い
い
動
物

が
出
て
く
る
物
語
を
夢
中
に
な
っ

て
聴
い
て
い
ま
し
た
。

↑青空の下で、親子で絵本を楽しみました

（
写
真
）
塚
部
市
長
と
に
こ
や
か
に
握

手
を
交
わ
す
戝
津
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
（
左
）

い
つ
ま
で
もお元

気
で

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

戝津 ヨシヱさん（立花町）

伊農林高・森林工学科
ヒノキ材の

観覧用ベンチ寄贈
　２月 25 日、伊万里農林高等学校の
森林工学科３年生が、市に観覧用ベン
チ７脚を寄贈しました。これは、演習
林で伐採したヒノキ材を使い作製した
もので、伊万里湾大橋球技場でのスポー
ツ観戦に有効活用される予定です。伊農林高３年生と森教育長（前列左）

楽
し
ん
だ　

親
子
で
絵
本
の
時
間

 

『
本
と
あ
そ
ぼ
う 

全
国
お
は
な
し
隊
』
が
や
っ
て
き
た
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岩
いわ

永
なが

　幸
みゆき

さん

★
お
仕
事
は　

伊
万
里
信
用
金
庫

本
店
営
業
部
に
勤
務
し
、
３
年

目
に
な
り
ま
す
☀
上
司
や
先
輩

の
大
き
な
背
中
を
見
な
が
ら
、

お
客
様
の
立
場
に
立
っ
た
『
ま

ご
こ
ろ
』
の
こ
も
っ
た
接
客
を

め
ざ
し
て
日
々
勉
強
中
で
す
★

★
休
日
の
過
ご
し
方
は　

　

大
好
き
な
清
水
翔
太
さ
ん
の
曲
を

聴
き
な
が
ら
、
友
人
と
ド
ラ
イ

ブ
＆
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
ね
っ
♥

★
好
き
な
食
べ
物
は　

　

３
食
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
も
い
い

く
ら
い
！
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は

目
が
な
い
で
す
ね

(^^)

★
理
想
の
男
性
は　

　

や
さ
し
く
て
包
容
力
の
あ
る
人

が
タ
イ
プ
で
す
っ
★

★新天町２区

★おうし座・Ｂ型
　

わ
た
し
は
、
歌
や
ダ
ン
ス
が
大

好
き
っ
♥
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で

誰
と
で
も
、
仲
良
く
な
れ
る
ん
で

す
よ
っ
♬
今
は
、
タ
オ
ル
た
た
み

の
お
手
伝
ぐ
ら
い
し
か
で
き
な
い

け
ど
、
カ
リ
ス
マ
美
容
師
を
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
い
く
で
ち
ゅ

(^^)

大江 のあ さん

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
『
の
あ
ち
ゃ

ん
』
☀
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

た
く
さ
ん
の
想
い
を
継
い
で
、
世

界
一
の
美
容
師
に
な
っ
て
ね
っ
♥

★直
なお

人
と

・飛
あす

鳥
か

さんの長女

★二里町東八谷搦

(　  )１歳
9 か月

11

(�0 歳)

  

糖
尿
病
予
備
群
の
早
期
診
断
、
早
期
生
活
習
慣
の
改
善

　

 

伊
万
里
市
立
市
民
病
院 

副
院
長
（
内
科
）　

松
永  

和
雄

　

空
腹
時
や
食
後
の
血
糖
値
が
、

糖
尿
病
型
や
正
常
の
ど
ち
ら
に
も

属
さ
な
い
状
態
の
こ
と
で
、
境
界

型
と
も
い
わ
れ
、
空
腹
時
の
血
糖

が
高
め
の
空
腹
時
血
糖
異
常
（
Ｉ

Ｆ
Ｇ
１
１
０
～
１
２
６
㎎/

㎗
）、

食
後
の
血
糖
が
高
め
の
耐
糖
能
異

常
（
Ｉ
Ｇ
Ｔ
１
４
０
～
２
０
０
㎎

/

㎗
）、
あ
る
い
は
両
者
を
重
複
し

た
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
で
は
、
糖
尿
病
予
備
群
と
考

え
ら
れ
る
『
糖
尿
病
の
可
能
性

が
否
定
で
き
な
い
人
』
は
、
20
歳

以
上
で
約
１
３
２
０
万
人
に
の
ぼ

り
、
国
民
全
体
の
１
割
に
あ
た
り

ま
す
。
特
に
、
40
歳
以
上
で
は
急

激
に
増
加
し
６
人
に
一
人
が
予
備

群
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
早

期
発
見
が
大
切
で
す
。

　

食
後
（
糖
負
荷
後
）
の
血
糖
値

は
、
正
常
な
場
合
、
80
～
１
４
０

㎎/

㎗
の
範
囲
に
調
節
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
分
泌
が
少
な
い
、
ま
た

は
働
き
が
悪
い
状
態
に
な

る
と
、
食
後
の
血
糖
値
が

速
や
か
に
低
下
し
な
く
な

り
、
こ
の
状
態
を
耐
糖
能

異
常
（
Ｉ
Ｇ
Ｔ
）
と
呼
び

ま
す
。

　

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
る

前
の
Ｉ
Ｇ
Ｔ
の
段
階
で
も
、

す
で
に
動
脈
硬
化
が
始
り
、

症
状
が
進
む
と
、
糖
尿
病

の
合
併
症
で
あ
る
大
血
管

症
（
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中

な
ど
）
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｇ
Ｔ
診
断
は
、ブ
ド
ウ
糖
（
約

３
０
０
カ
ロ
リ
ー
の
ジ
ュ
ー
ス
）

を
飲
ん
だ
後
血
糖
値
を
測
定
し
、

２
時
間
後
の
血
糖
値
が
１
４
０
～

１
９
９
㎎/

㎗
、
か
つ
空
腹
時
が

１
２
６
㎎/

㎗
未
満
の
時
は
、
Ｉ

Ｇ
Ｔ
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
発
症
す
る
頻
度
の
高

い
人
は
定
期
的
な
検
査
を
お
勧
め

し
ま
す
。【
具
体
例
・
家
族
に
糖
尿

病
歴
有
、
妊
娠
糖
尿
病
や
巨
大
児

出
産
の
経
験
有
、
糖
尿
病
予
備
群

（
境
界
型
）、
肥
満
、
脂
質
値
の
異

常
、
高
血
圧
の
人
な
ど
】

◎
生
活
習
慣
の
改
善

　

肥
満
の
解
消
（
現
体
重
の
５
％

減
を
め
ざ
す
）・
食
事
量
、
脂
肪
摂

取
、
単
純
糖
質
（
特
に
糖
を
含
む

清
涼
飲
料
水
）
の
制
限
、
食
物
繊

維
摂
取
、
間
食
し
な
い
、
運
動
奨

励
、
飲
酒
習
慣
の
是
正
、
禁
煙
な

ど
で
す
。

◎
耐
糖
能
異
常
の
代
謝
関
係
の

　
　

定
期
的
な
検
査
に
よ
る
評
価

　

適
正
な
時
期
に
的
確
な
薬
物
治

療
が
必
要
で
す
。

◎
高
血
圧
、
脂
質
代
謝
異
常
の
改
善

　

生
活
習
慣
の
改
善
や
適
切
な
薬

物
療
法
で
糖
尿
病
の
発
症
や
合
併

症
予
防
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
予
備
軍
と
は

 
ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

糖
尿
病
予
備
群
の
治
療
は

●
問
合
先　

市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　

自
覚
症
状
が
な
い
の
で
、
診
断
さ
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
重
症
化
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
糖
尿
病
。
今
回
は
、
現
代
病
と
い
わ
れ
る
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
予
防
、
進
行
防
止
に
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｉ
Ｇ
Ｔ
が
悪
い
の
は

Ｉ
Ｇ
Ｔ
診
断
と
は

40 歳以上６人に１人が糖尿病予備軍
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４月の町民スポーツ４月の町民スポーツ

４月の市民スポーツ

　

16
市
郡
13
チ
ー
ム
の
代
表
選
手

が
全
33
区
間
２
７
０
・
２
㌔
を
襷

た
す
き

で
つ
な
ぐ
『
第
51
回
郡
市
対
抗
県

内
一
周
駅
伝
大
会
』
が
２
月
18
日

か
ら
20
日
ま
で
の
３
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
４

区
小
宮
辰
郎
選
手
と
５
区
立
石
裕

貴
選
手
が
区
間
賞
の
走
り
を
見
せ

る
な
ど
選
手
た
ち
が
健
闘
し
、
３

位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
前
半
５
位
と
い
う
厳

し
い
展
開
。
後
半
、
16
区
古
賀
慶

彦
選
手
が
２
位
で
つ
な
ぐ
と
、
中

学
生
の
谷
﨑
翔
太
選
手
と
四
辻
剛

選
手
が
と
も
に
区
間
２
位
の
力

走
。
最
後
は
23
区
平
山
竜
成
選
手

の
激
走
で
タ
イ
ム
を
挽
回
し
、
累

順　位 記　録
１  小　城（初優勝）14時間11分08秒

２  佐　賀 14時間13分32秒

３  伊万里 14時間��分0�秒
４  唐津・玄海 14時間25分09秒

５  鳥　栖 14時間34分34秒

６  武　雄 14時間43分12秒

７  嬉野・太良 14時間44分08秒

８  神埼・吉野ヶ里 14時間50分36秒

９  杵　島 15時間13分42秒

10  三養基 15時間23分58秒

11  鹿　島 15時間35分09秒

12  西松浦 16時間09分54秒

13  多　久 16時間25分56秒

区　間 選 手 名 記　録
  4 区（  5.5 ㎞）小 宮 辰 郎 17分14秒

  5 区（  7.8 ㎞）立 石 裕 貴 24分08秒

�� 区（11.7 ㎞）平 山 竜 成 35分40秒

【総合成績】

【区間賞】　　　     

記　録 順位 累計
１日目 5時間18分15秒 ３位 ３位

２日目 ４時間58分24秒 ４位 ３位

３日目 4時間06分24秒 ５位 ３位

【伊万里市の３日間の成績】

計
３
位
を
死
守
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
各
選
手
が
踏
ん
張

っ
た
も
の
の
流
れ
に
乗
れ
ず
、
５

位
で
の
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
『
襷
愛
』

を
テ
ー
マ
に
３
日
間
の
厳
し
い
レ

ー
ス
を
戦
い
抜
き
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
小
城
市
、
佐
賀
市
に
次
ぐ

総
合
３
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

【優秀選手賞】  平 山 竜 成　　　

【新人賞】　  　佐々木隆文

16 日（土）
●大川内町民グラウンド・ゴルフ大会
　午後４時開会　大川内小学校
５月１日（日）
●黒川町民体育祭
　午前９時開会　黒川小学校
５月５日（木・祝）
●黒川町子どもすもう大会
　午前８時 30 分開会　黒川小学校

３日（日）
●伊万里ウオーク �011
　○18 ㎞・12 ㎞　午前９時スタート
　○６㎞　午前 10 時スタート
　スタート・ゴール　国見台陸上競技場
９日（土）
●環境杯グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会

　国見台陸上競技場ほか

17 日（日）
●市協会長杯争奪グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会

　国見台陸上競技場ほか
●市職域・クラブ卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
�4 日（日）
●市民早朝ソフトボール大会
　午前６時 30 分競技開始

　国見台球技場ほか
�8 日（木）
●市ゲートボール選手権大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
�9 日（金・祝）
●伊西地区中学校対抗ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見台庭球場
●市長旗争奪伊万里地区高等学校

野球春季大会（〜５月４日）
　午前９時開会　国見台野球場
５月３日（火・祝）
●国見台陸上競技選手権大会
　午前 9 時競技開始　国見台陸上競技場

２日目、市民センター前をスタート
する古賀慶彦選手（左から一人目）

伊万里市 惜しくも総合３位！

襷
たすき

愛
あ い

第51回 県内一周駅伝大会

↑
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
ド
リ
ン
ク
を
受

け
取
り
な
が
ら
力
走
す
る
平
山
竜

成
選
手
（
23
区
で
区
間
賞
を
受
賞
）



1� �011.4

　
　
　

　
　

大お
お
お
ん
だ
さ
い

御
田
祭
は
、
12
年
に
一
度

の
申さ

る
ど
し年
の
旧
暦
３
月
申さ

る
ひ日
に
、

大
坪
町
白
野
の
山さ

ん
の
う王

神
社
で
行

わ
れ
ま
す
。
近
年
で
は
、
平
成

16
年
（
２
０
０
４
）
の
４
月
11

日
に
本
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
祭
り
で
は
、

ま
ず
拝
殿
内
で

御お
は
ら祓
い
の
後
、

申
年
生
ま
れ
の

子
ど
も
た
ち
８

人
（
演
奏
４
人

の
男
の
子
、
舞

手
４
人
の
女
の

子
）
が
浦
安
の

舞
と
い
う
神か

ぐ
ら楽
を
奉
納
し
ま
す
。

山
王
神
社
の
つ
か
い
が
猿
な
の

で
、
申
年
生
ま
れ
の
子
ど
も
た

ち
が
奉
仕
す
る
の
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
境け

い
だ
い内
で
御
祓
い
の

後
、
烏え

ぼ

し

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
白
装

束
の
男
た
ち
が
、
昔
な
が
ら
の

農
具
を
用
い
て
、
田
う
ち
、
田

起
こ
し
、
代し

ろ

か
き
、
苗
代
な
ら

し
の
所
作
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
菅す

げ
が
さ笠

を
か
ぶ
り
、
た

す
き
掛
け
の
早さ

お
と
め

乙
女
姿
の
女
性

た
ち
が
、
種
ま
き

と
田
植
え
の
所
作

を
行
い
ま
す
。

　

実
際
の
田
植
え

前
に
、
田
植
え
の

動
作
を
前
も
っ
て

す
る
こ
と
で
、
田

植
え
が
う
ま
く
い

き
、
豊
作
に
な
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
作
は
、
日
本
の
農
業
の
中

で
も
特
別
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝

統
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

大
御
田
祭
は
、
農
作
業
が
本

格
化
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め

豊
作
を
祈
る
予よ

し
ゅ
く祝
行
事
で
す
。

　

白
野
の
大
御
田
祭

〜 

あ
ら
か
じ
め
豊
作
を
祈
る
予
祝
行
事 

〜

　
　
　

伝
統
の
祭
り
や
行
事
㉖

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　

２
月
27
日
、
黒
川
公
民
館
で
黒

川
町
『
家
読
の
す
す
め
』
発
表
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
小
・
中
学
生
の
多

読
者
表
彰
や
家
読
に
関
す
る
活
動

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
町

民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
人
た
ち
が
干
拓
事
業

を
行
っ
た
と
き
に
作
っ
た
と
さ
れ

る
『
も
っ
こ
踊
り
』
に
つ
い
て
老

人
会
が
説
明
し
た
ほ
か
、
地
元
の

昔
話
『
が
わ
太
郎
石
の
伝
説
』
を

黒
川
幼
稚
園
児
た
ち
が
劇
で
披
露

す
る
な
ど
、
黒
川
町
に
ま
つ
わ
る

話
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
講
演
会
で
、

講
師
を
務
め
た
前
伊
万
里
市
民
図

書
館
長
の
犬
塚
ま
ゆ
み
さ
ん
は
、

「
ま
ず
大
人
が
読
書
を
好
き
に
な

り
、
子
ど
も
と
本
の
面
白
さ
な
ど

に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
ほ
し
い
。

い
つ
で
も
子
ど
も
た
ち
の
近
く
に

本
が
あ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
読
書
や
親
子
の
交
流
の

大
切
さ
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、松
浦
公
民
館
で
『
松

浦
町
家
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が

開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連

れ
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
浦
小
学
校
児
童
４

人
に
よ
る
読
書
感
想
文
の
発
表

■
家
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

黒 

川 

町

広がっています！
モデル地区の取り組み

■
『
家
読
の
す
す
め
」
発
表
会

　

松 

浦 

町

子どもらと楽しくコミュニケーションをとりながら
講演する前市民図書館長の犬塚まゆみさん（中央）

昔ながらの農具を用いて
代かきの所作を行う様子

や
、
同
校
図
書
委
員
会
が
勧
め
る

本
の
紹
介
、
松
浦
保
育
園
児
ら
に

よ
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　

な
か
で
も
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
『
お
は
な
し
と
っ
く
ん
』

に
よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
は
大
好
評
。
着
ぐ
る
み
で
演

じ
た
『
ち
び
く
ろ
さ
ん
ぼ
』
で
会

場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
家

読
に
取
り
組
む
３
家
族
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
部
活

や
塾
な
ど
で
忙
し
い
。
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め

に
も
で
き
る
だ
け
家
読
の
時
間
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
見

が
出
る
な
ど
、
お
互
い
に
家
読
の

重
要
性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

松浦保育園児たちが熱演した『大きなかぶ』のオ
ペレッタには会場から温かい拍手が湧きました
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お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

●

対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い

る
障
害
者
で
、
自
動
車
税
な
ど

減
免
を
受
け
て
い
な
い
在
宅

（
入
院
、
施
設
入
所
を
除
く
）
の

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
車
い
す
を
常
用
し
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか
　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。

①わくわく広場（申込不要）
　　就園前の乳幼児とその保護者を対象に『親
　子遊びの広場』を開催しています。
●日　時　毎週月・火・木・金曜日
　　　　  午前 10 時〜午後３時
②お誕生会（要申込）
　４月生まれの乳幼児とその保護者
●日　時　４月 27 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
③一時保育・休日保育
　利用については事前登録が必要です
◆開催場所、申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（　 ☎㉓５１９７）

級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

●

支
給
内
容 

　

佐
賀
県
バ
ス
タ
ク
シ
ー
協
会

加
盟
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
利
用

で
き
る
タ
ク
シ
ー
券
（
１
枚

５
０
０
円
）
を
年
間
に
最
高
20

枚
ま
で
支
給
し
ま
す

●

申
請
方
法　

障
害
者
手
帳
と
印

　

鑑
を
持
参
の
う
え
、
福
祉
課
で

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
４
月
11
日
（
月
）
か
ら
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す

●

受
付
・
問
合
先　

福
祉
課
社
会

福
祉
係
（　

☎
㉓
２
１
５
６
）

　

農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た

め
、
小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を

共
同
で
施
工
す
る
場
合
に
は
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業　

　

事
業
の
受
益
農
地
が
１
㌶
以
上

で
、
受
益
戸
数
が
５
戸
以
上
あ

る
農
道
、
水
路
、
た
め
池
な
ど

の
新
設
、
舗
装
、
改
良
、
し
ゅ

ん
せ
つ
事
業

●

補
助
率　

50
％
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限　

35
万
円

●

申
請
方
法　

　

計
画
地
区
ご
と
に
申
請
書
と
現

　

況
写
真
な
ど
を
添
付
し
、
区
長

　

名
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

●

提
出
期
限　

４
月
28
日
（
木
）

※
昨
年
申
請
し
、
未
認
可
と
な
っ

た
地
区
に
つ
い
て
は
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
期
限
は
厳
守
し

て
く
だ
さ
い

●

申
請
・
問
合
先

　

農
山
漁
村
整
備
課

（
☎
㉓
２
５
９
１
）

重

度

障

害

者

に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給

小
規
模
土
地
改
良

事
業
の
申
請
受
付

もしものときの

　伊万里休日・夜間急患医療センターのゴール
デンウィーク中の開院状況をお知らせします。
　当日、受診できる科目を電話で確認してから
来院してください。また、平日夜間の小児診療
についても、まずは電話で問い合わせください。

● 開院日時
　＜休日診療＞　　午前９時〜午後５時
　４月 29 日（金）
　５月 １ 日（日）
　５月 ３ 日（火）〜５日（木）
　５月 ８ 日（日）
　＜夜間小児診療＞午後８時〜 10 時
　５月 ２ 日（月）
　５月 ６ 日（金）
● 問合先　伊万里休日・夜間急患医療センター

（☎㉓９９１０）

急患センター開院状況

◆
３
月
18
日
付
け
人
事
異
動

【
部
長
級
】

◇
総
務
部
長
（
事
務
取
扱
）
総

務
課
長
（
兼
）
震
災
支
援
課

長
＝
前
田
隆
博

【
係
長
級
】

◇
総
務
部
総
務
課
行
政
係
長

（
兼
）
震
災
支
援
課
震
災
支

援
係
長
＝
樋
口
哲
也

市
職
員
の

　

  

人
事
異
動

おぶつだんのしらかわ
TEL 0955(23)5345

佐賀県農業協同組合 指定店・各宗法具取扱

いいものを造り続けて一世紀

伊万里 うるし工房

伊万里市新天町(202号線沿) 



●

出
品
資
格

　

市
内
在
住
者
、
も
し
く
は
市
内

　

勤
務
者

※
書
部
門
の
み
中
学
生
以
上
可
、

　

そ
の
他
は
高
校
生
以
上

●

出
品
料　

無　

料

●

出
品
受
付
日
時

▽
絵
画
・
工
芸　

５
月
15
日
（
日
）

▽
書
・
写
真　
　

５
月
22
日
（
日
）

と
も
に
午
後
４
時
～
５
時

※
受
付
会
場
は
市
民
セ
ン
タ
ー

●

展
示
期
間

①
前　

期　

書
・
写
真

　

５
月
18
日
（
水
）
～
22
日
（
日
）

②
後　

期　

絵
画
・
工
芸

　

５
月
25
日
（
水
）
～
29
日
（
日
）

※
募
集
要
項
、
出
品
申
込
書
は
各

町
公
民
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す

●

展
示
会
場

　

市
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー

●

問
合
先　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（　

☎
㉒
１
２
６
２
）

　

早
朝
の
澄
み
切
っ
た
空
気
の
中

で
、
プ
レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

受
付
期
日　

４
月
８
日
（
金
）

●

受
付
時
間　

午
後
６
時
～
８
時

●

会　

場

　

国
見
台
協
会
事
務
所

●

参
加
料　

８
０
０
０
円

※
登
録
用
紙
は
、
協
会
事
務
局
、

各
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す

●

問
合
先 

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
・

松
本
（
☎
㉘
０
０
０
９
）

お知らせコーナーお知らせコーナー
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画
』
に
基
づ
き
、
今
後
の
松
浦
川

の
川
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
意
見
や
情

報
の
交
換
を
行
い
ま
す
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●

日　

時　

４
月
20
日
（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●

場　

所

　

唐
津
市
北
波
多
公
民
館
（
唐
津

市
北
波
多
徳
須
恵
１
０
９
７
番

地
１
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

●

問
合
先　

国
土
交
通
省
武
雄
河

川
事
務
所
調
査
課

（
☎
０
９
５
４
㉓
７
９
３
３
）

　　

創
作
意
欲
あ
ふ
れ
る
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
こ
の

機
会
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

空
き
地
や
庭
先
だ
け
で
な
く
、

ド
ラ
ム
缶
・
小
型
焼
却
炉
な
ど
を

使
用
し
て
の
ご
み
の
焼
却
は
、
法

律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質

を
発
生
さ
せ
る
原
因
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
悪
臭
や
煙
、
火
災
の
心

配
な
ど
、
近
隣
の
人
た
ち
に
迷
惑

を
か
け
る
行
為
で
す
。

　

ご
み
は
燃
や
さ
ず
に
、
ご
み
の

収
集
に
出
す
か
、
環
境
セ
ン
タ
ー

へ
搬
入
を
行
う
な
ど
、
正
し
く
処

理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先　

環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　

推
進
係
（　

☎
㉓
２
１
４
５
）

　

国
土
交
通
省
武
雄
河
川
事
務
所

で
は
『
松
浦
川
水
系
河
川
整
備
計

　第５次伊万里市行政改革大綱（案）およ
び同大綱実施計画（案）に対する意見募集
の結果、12 件の意見提出がありました。
意見の概要と市の考え方を下記のとおり公
表します。
■公表する場所　企画政策課、情報広報課
　市民サービス係、各町公民館、市民図書館
■公表する期間　４月１日（金）〜30日（土）
■問合先　企画政策課（　 ☎㉓２１２４）

パブリックコメントの結果

ぼ
し
ゅ
う

早く気づいて  そして  逃げる  ついてますか住宅用火災警報器（設置義務化  平成 22 年６月１日〜）

家
庭
で
の
ご
み
の

焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

松
浦
川
流
域
懇
談
会

第
32
回
伊
万
里
市

美

術

展

　このコーナーでは、毎月、注目の
スポーツイベントのお知らせや募集、
ニュースポーツの紹介など、皆さん
にお伝えしていきます。

■気軽に挑戦！ニュースポーツ
　体育保健課では、市で保有する
ニュースポーツ 32 種目の用具を各
町公民館や子ども会、各団体や会社、
一般の人に無料で貸し出しています。

＜貸出は簡単です！＞
①電話で体育保健課に空き状況を確
認→②来庁して必要書類に記入→③
貸出

ニュースポーツ貸出　ベスト３
１位　ニチレクボール（室内ペタンク）
２位　アジャタ
３位　ドッヂビー

■ご利用ください『出前講座』
　市では、ニュースポーツの紹介や
実技指導、新体力テストの測定など、
出張指導を行っています。子どもか
ら高齢者まで、年齢・性別は問いま
せん。ぜひ、ご利用ください。

早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

参
加
チ
ー
ム
募
集

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

● 問合先  体育保健課（☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★★
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
お
よ

び
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
事
業
を

推
進
す
る
た
め
『
伊
万
里
市
ご
み

対
策
協
議
会
』
の
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●

募
集
人
員　

３
人

●

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
18
歳

以
上
（
高
校
生
は
除
く
）
で
、

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
興
味
が
あ
る
人

●

任　

期　

２
年
間

●

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

　

ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

　

事
項
を
記
載
し
、
応
募
し
て
く

　

だ
さ
い

※
応
募
用
紙
は
、
市
環
境
課
に
備

　

え
つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●

応
募
期
限　

５
月
２
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先　

　

環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（　

☎
㉓
２
１
４
５
）

　

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自

主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
『
伊
万

里
市
21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計

画
支
援
事
業
』
の
今
年
度
事
業
を

募
集
し
ま
す
。

●

応
募
で
き
る
団
体

▽
市
内
で
活
動
す
る
３
人
以
上
の

　

グ
ル
ー
プ
で
、
う
ち
一
人
は
成

　

人
で
あ
る
こ
と

▽
会
員
の
過
半
数
が
市
内
在
住
、

　

在
勤
の
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る

　

こ
と

●

対
象
事
業
・
補
助
金　

▽
具
体
的
な
事
業
を
行
う
『
ま
ち

　

づ
く
り
計
画
実
施
事
業
』

50
万
円
以
内

※
３
年
間
の
補
助
金
総
額
は

１
０
０
万
円
以
内

▽
ア
イ
デ
ア
や
計
画
を
調
査
・
研

　

究
す
る
『
ア
イ
デ
ア
立
案
事
業
』

10
万
円
以
内

●

支
援
期
間

▽
ま
ち
づ
く
り
計
画
実
施
事
業　

最
長
３
年
間

▽
ア
イ
デ
ア
立
案
事
業　
　
　
　

１
年
間

●

応
募
期
限　

４
月
27
日
（
水
）

●

問
合
先　

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（　

 

☎
㉓
２
１
１
５
）

●

日　

時　

４
月
23
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

●

会　

場

　

伊
万
里
駅
前
公
園
（
Ｊ
Ｒ
側
）

●

参
加
資
格　

特
に
な
し

●

区
画
（
予
定
）　

約
２
㍍
×
２
㍍

●

出
店
料　
　

５
０
０
円

※
当
日
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す

●

募
集
締
切　

４
月
16
日
（
土
）

●

申
込
方
法

　

im
ari_u

_c@
yah

o
o
.co

.jp

ま

で
、必
要
事
項
（
氏
名
、連
絡
先
、

年
齢
、
希
望
区
画
、
主
な
出
品

物
）
を
ご
記
入
の
う
え
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い

※
商
品
、
金
銭
の
管
理
な
ど
は
す

べ
て
出
店
者
の
責
任
で
行
っ
て

く
だ
さ
い

●

問
合
先　

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ 

Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｄ　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｎ

（
伊
万
里
青
年
会
議
所
事
務
局

☎
㉓
３
６
１
６
）

●

日　

時
　
５
月
１
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●

場　

所　

　

旧
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

（
東
山
代
町
里
）

●

参
加
費　

３
０
０
円

●

区　

画　

３
㍍
×
３
㍍

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限　

４
月
25
日
（
月
）

●

申
込
・
問
合
先

　

〒
８
４
９
‐
４
２
８
２

　

伊
万
里
市
東
山
代
町
里
３
５
９

番
地
４

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

　

こ
い
ま
り
（
☎ 　

㉘
１
３
５
３
）

あ

な

た

の

夢

を

実

現

し

ま

す

開

催

し

ま

す

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ご

み

対

策

協
議
会
委
員
の
募
集

4 月１日より

全国瞬時警報システムの
運用を開始しました

● 全国瞬時警報システム（Ｊ - ＡＬＥＲＴ）とは？
　気象庁や内閣官房から送信される緊急情報

を、人工衛星を経由して市が受信し、自動的に

市内２つのケーブルテレビ会社の自主放送チャ

ンネルで緊急放送するシステムです。
● 緊急放送する内容は？
　これまで放送していた気象警報に加え、弾道

ミサイル情報や大規模テロ情報などの有事情報

を新たに放送します。
● 放送を見たときは？
　身の安全を確保し、引き続きテレビやラジオ

の情報に注意し、落ち着いて行動してください。
● 問合先　総務課安心安全課（☎㉓２１２３）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

『
に
こ
に
こ
広
場
』

FAX

ガスからの買い替えに最適！三菱IHクッキングヒーター(電気調理器)
￥148,000 (処分費込）標準取替工事込で

安全で
操作も簡単です。

（株）エコライフ･ニブ 伊万里市二里公民館横 TEL20-4188ニイマルの
ヨイパパお問い合わせは

●25cmの大型ピザも
焼けるひろびろ庫内

●水無し両面自動焼き
（定価￥213,150）

(電気工事共)

キャンペーン情報
■太陽光発電システムご成約の方に…
液晶カラーテレビ進呈

（3/20～4/30）

■オール電化ご成約の方に…
IH対応5点セット鍋進呈
■住宅エコポイント受付中

（～H23.12.31）
〈例〉システムバス対象工事をした場合

…62,000ポイント
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■（財）省エネルギーセンターのホームページを参考に作成　http：//www.eccj.or.jp/

家庭で
　できる！

ガス給湯器は目的に合わせた温度設定を
　食器を洗うときは低温に設定しましょう。65 ㍑の水道水（水
温 20℃）を使い、給湯器の設定温度を 40℃から 38℃にして、
１日２回食器を洗う場合
　年間（冷房期間を除く �5� 日）でガス 8.80 ㎥の省エネ、
約 1,�80 円の節約、 二酸化炭素 約 �0.0kg  の削減に
なります。

10 日（日）午後９時〜
　佐賀県知事・県議会議員選挙開票
�4 日（日）午後９時〜
　伊万里市議会議員選挙開票

★『こどもの読書週間』（４月��日〜５月1�日）
　　期間中は楽しい催し物を予定しています
　ので、ご家族おそろいで来館ください。
★子ども上映会　
　『大決戦！超ウルトラ８兄弟』（97 分）
　�4 日（日）午後２時 �0 分〜４時 10 分
★一般上映会
　『命のビザ』（115 分）
　10 日（日）午後２時 �0 分〜４時 �5 分
★おはなし０１２（のぼりがまのおへや）
　毎週木曜日（１日２回）
　午前 11 時〜・午前 11 時 �0 分〜
★おはなし会（のぼりがまのおへや）
　毎週土曜日
　午後２時 �0 分〜３時
※催し物はすべて無料です
★４月の休館日　�8 日（館内整理休館）
　４日、11 日、18 日、�5 日
※ �9 日（昭和の日）は開館しています
　（午後６時まで）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

４ 月 の 市 民 相 談４ 月 の 行 事

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

今月の省エネと
      地球温暖化対策
■問合先
環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

　13 日・27 日（弁護士）

 ７日※午前 10 時〜正午

　21 日（公証人）

　５日・19 日

　※午前 10 時〜午後４時

　15 日※午前９時〜正午

　※午前 9 時〜午後４時

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談
家 計 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月〜金

第  ３   �
毎  週   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時
　予約電話番号 ☎０９５５ー７２ー５１６１
●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎月第４木曜日 午前 10 時〜午後３時
●心の健康相談 会場：福祉課社会福祉係
　毎週月〜金曜日（水曜日除く） 午前９時〜午後３時 30 分
●女性相談　相談電話番号☎０９５５ー２２ー６７６３
　毎週月・水曜日 午前９時〜午後４時（面接相談は要予約）

　春は、社会人や学生の皆さんが新しい生活をスタートさせる
季節です。社会経験の浅い若者を狙った契約トラブルや資格取
得、簡単に収入を得られることをうたった勧誘のトラブルが増
えますので、気をつけましょう。

【アドバイス】
○電話だから気軽に約束したり、あいまいな返事をしたりしな
　いようにしましょう
○契約する前に家族や友人に相談しましょう
※困った時には市消費生活センター（☎㉓２１３６）

■会　場：市役所１階市民相談コーナー
■時　間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守
■問合先：情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

（ファイナンシャルプランナー相談）

※①・②・③・⑦は予約が必要です

一人で悩まず
ご相談ください

春の新生活、こんなトラブルがあなたを狙っています

社会福祉法人花心会   特別養護老人ホーム

グランパランいまり
伊万里市大坪町乙1579-2

TEL.0955-23-5261 FAX.23-5411

看護士（正・准）

作業療法士

4名

1名
※夜勤はありません

詳しくは最寄りのハローワークへ
お問い合わせください。

正 社 員 募 集
「いきがいを支えるやりがい」
をモットーに全職員、笑顔ある
職場環境作りに頑張っています。
あなたの入社を心よりお待ち
いたしております。

（人事担当：田代）



人のうごき
平成 23 年３月１日現在
●人口　57,907 人　　（− ９ ）
　　男　27,712 人　　（＋ ２）
　　女　30,195 人　　（− 11）
●世帯　22,036 世帯 　（＋ 25）

（　）は前月比

広報　　　　　 2011-4
■発行日／平成 23 年 4 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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今
月
の

伊万里の春

　３月６日、牧島公民館でレンタサイクルオープン式が行わ
れました。市では、木須町の自転車専用道路『りんりんロー
ド』（伊万里湾沿い 3.5 ㌔）を活用するため、娯楽自転車『お
もしろ自転車』８台を導入しました。ぜひ、体験してみては。

　３月５日、児童・生徒が音楽や踊りなどを発表する『2011キッ
ズフェスティバル』が市民センターで開催されました。市内の
園児から高校生までの８団体、約 150 人が、日ごろの練習の
成果を披露しました。

2011

2011 キッズフェスティバル

耕心館剣道クラブ

グリーンホーン（伊万里高校） 伊万里少年少女合唱団 大川内小学校 青螺太鼓

波多津小
あおばずくバンド＆ダンス

伊万里保育園
レンタサイクルオープン式での

テープカット

春が来た。歌声と自転車にのって

おもしろ自転車がズラリ

３人力を合わせて
サイクリング

伊万里小学校コーラス部

レッツ、サイクリング！

二人で仲良く楽しめる
『メーリーゴーランド』

最大５台連結可能な
『かるがもサイクル』

　

こ
の
た
び
の
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地
方
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亡
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れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
未
曾
有
の
大
震
災
に

遭
い
な
が
ら
も
隣
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
他

者
へ
の
気
遣
い
な
ど
、
今
、
世
界
中
で
日
本
人

の
品
位
や
秩
序
が
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
来

か
ら
『
和
を
以
て
尊
し
と
な
す
』
と
い
う
言
葉

や
精
神
は
日
本
人
の
美
徳
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
和
の
魂

こ
こ
ろ

と
書
く
『
大
和
魂
』
は

日
本
人
固
有
の
精
神
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
が
今
で
き
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
。
た
っ

た
一
人
の
力
は
微
力
で
あ
っ
て
も
、
一
人
ひ
と

り
の
『
和
』
の
精
神
を
集
結
さ
せ
れ
ば
、
き
っ

と
こ
の
大
災
害
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
大

き
な
力
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
の
復
興
へ
向
け
た
闘
い
は
、
こ
れ
か
ら

５
年
、
10
年
と
続
い
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、

今
の
思
い
を
ど
れ
だ
け
持
続
で
き
る
か
、
一
人

ひ
と
り
の
『
大
和
魂
』
が
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。（
英
）


